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１．目次

　・表紙のあとに目次を付ける。

２．本文
　・余白は上下左右に30mm。

　・１ページは２４～３６行。

　・内容を章に分けてまとめ、番号と表題をつける。たとえば、「１．序論」「２．方法」・・・「５．結論」等とする。

　・必ず通しページを振る。
３．数式

　・数式には小括弧で式番号を振り、本文での引用にはその式番号を「式（１）」等として引用する。
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 (1)
４．図表

　・表には番号を振り、キャプションを表の上に記述する。

　・図には番号を振り、キャプションを図の下に記述する。
　・本文では、「表１では、」、「図１に示すように、」等と引用する。
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	位置 [m]
	実験 [Pa]
	計算 [Pa]

	0
	0.0
	0.0

	1.0
	10.25
	10.10

	2.0
	20.25
	20.10

	3.0
	30.25
	30.10
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　・その番号を用いて本文中に引用する1)。
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図１　本郷キャンパスの地図





表１　先端からの位置における圧力の比較
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